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C40,C50号形交換機ほ部分共通制御方式を

ほ日本電信電話公社技師長室調

容 梗 概

川して標準化された市内クロスバ交換機である｡口立製作所

諌,施設局機械課,電気通信研究所交換諌のご指

り,西条最多賀局および東海局の3局の交換装閏を製作納入した｡
により33,34年度にわた

ここでほ主としてC40,C5岬形交換機の概要および特矧こついて述べ,さらにわが国最初のクロスノミ方式

市内分局としての多賀局の特長についても触れてある｡

l.緒

将来わが国の大牢量咄月クロスバ交換機の基本となるべき部分共

通制御方式を採用した日本電信電話公社蕨局クロスバ交換機がさき

に日立製作所によって

る(1)｡日本

作納入され,現在好成績で運用されてい

信電話公社においてほこの蕨局クロスバ方式を原形と

して方式改良および実用局用交換機としての標準化が行われ,C40

号形として代 される加入者階梯用およびC50片形として代表され

る中継線階梯用のそれぞれ独円の交換機を組合わした部分共通制御

方式が確立された｡

このC40,C50号形交換機ほ日立製作所としてほ,まず日本電信

電話公社西条局に納入し,34年5月に開局して良好な運転をしてい

る0西条局は市外帯域制上の端局であるが,さらにC40,C50号形

交換機に複局地市内分局用の機能が追加され,この形式の最初の

品が日立製作所により日本電信 話公社多賀局(日立"3"局)へ納

入されている｡これも34年11月には好成

局は西条局と同様,市外帯域批ヒの端局で

して現在工 験中である｡

で開局している｡東海

造,納入を完了

本文でほC40,C50号形交換機の概要およびその特長の一端を紹

介して参考に供したいと思う○なおその接続動作概要についてほ本

文の付録を参照されたい｡

2･中 継 方 式

C40,C50弓▲形交換機の中継方式の→例として,多賀局中継方式

図を第1図に示す｡なお第2図ほ多賀

方式囲である｡

開甜 つ日立局の中継

本交換機ほ大別すると･加入者階梯と中継線階梯に分けられ,そ

れぞれC40,C50号形交換機となっている｡局内中継方式をさらに

各制御回路に従って分 すると,次の4つの接続階梯になる｡

2･l起 呼 階 梯

起呼マーカの制御により発信加入者が受話器をあげて,あき発信

レジスタセソダ(ORS)に接続され,ORSから発信音を聞くまでの

接続に関連するものである｡

発信加入者のダイヤルインパルスはORSに送りこまれて計数,

蓄積される｡

2･2 発 信 階 梯

発信マーカの制御による中継線接続階梯で,

*
日立製rF所戸塚工場

大別すると次のよう
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な接鰍こ開通するものである0なおこのうち市外接続の場合砿は迂

担=1継選択が=J能であり,トランク群優先に従い順次迂回選択する

ことができる｡

市 外 接 続

入中潮=妾緋

L■iJ..)内接綻

市 内 接 続(複H他用内分J▲_1)の場合)

集中局特番接続

白仙勺特番接続

2･3 着 信 階 梯

発信階梯に紬､て着信マーカの制御のもとに,発信階梯接続のと

き発信マーカによって選択された着

ものである｡

トランクと着信加入者の接続

2･4 割 込 階 梯

割込コントローラの制御のもとに行われる試験台からの接続およ

び市外台からの割込接あ封こ関 するものである｡

3･加入者回線と番号計画

3･1加入者回線

加入者同線の穐別ほ次のとおりである｡

(1)準独加入者回線

(2)共同加入者1‖1線

2共同のみでそれぞれ単独霹号を付与する｡料金の個別登算,

完全個別呼‖,札互通話および秘話機能を有する｡

(3)公衆電話回線

硬貨式日動公衆電話機を用いて白眉内および集中局特番にかぎ

り接続可能である｡市外通話ほ"n"ダイヤルにより

台を締出して接続される｡

(4)代表加1入者回線

中局手動

同一千番台の任意番号を代表化しうる｡代表回線群ほ最大50回

線までである｡

3･2 番 号 計 画

(1)市内番号

加入者番執･ま4数字で端局の自局内通話の場合ほこの4数字を

ダイヤルする｡市内分局の白局内および市内通話の場合は局番1

数字と加入者番号をダイヤルする｡

(2)市外選択番号

相手局被呼加入者番号を含めて最大10数字とし.短距離月口時通
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第1図 多 賀 局･l】継 力 武 図

話に対しては"0",将来の長距離即時通話に対しては"00"を冠三

する開放番号方式とする｡

(3)特殊番号

舞1表に示すとおりである､.〕

4.装置の概要

4.1装 置 構 成

装置構成は後述する機能単位化の方針に従いきわめて合理的なも

ので,一例として多賀局の場合の装置数を示せば弟2表のとおりで

ある｡またこの場合の機器配置を弟3図に示す｡また弗4～9図の

写真は多賀局の交換機の一部を示している｡
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第1表 特

4.2 電 気的性能

使用電源,線路条件,絶縁抵抗,絶縁耐力および伝送諸量ほ舞3

～る表に示すとおりである｡また各種レジスタは弟7表の外部条件

において速度7～25IPS,メーク率10～80%のインパルスに対して

も確実に応動し,その動作範囲は非常に広くなっている｡

5,C40,C50号形交換機の特長

木交換機ほ蕨=クロスバ交換機を原形として改良されたもので,

根本的にその特長とするところは蕨局クロスバ交換機と変るところ

ほない｡すなわち発信階梯におけるトランクリンクフレームほ理論

的に茂少交 点の2段完全単リンクフレームを構成しており,通話

路設定方式は直列試験方法が採用されている(l)｡

ここでは特にC40,C50号形交換機として改良または標準化され

た点について ベる｡

5.1群 構 成

マーれ フレーム,レジスタなどの各種群構成について再検討が

なされ合理的なものとなっている｡特に着信階梯において,ライン

リンクフレームは廠局においては特定の千番台を2個のラインリン

クフレームに対応させ,その千番台への着信呼だけを取扱う着信レ

ジスタ,着信マーカを必要としていた｡C40,C50け形変換機にお

いてほラインリンクフレームをさらに大群化して中継線の能率を高

め,その経済化をほかった｡すなわちラインリンクフレームの三次

スイッチの 信側の乱視を基本96本(16×6)として,これにさらに

増設三次スイッチを局惜に応じて追加しうるようにし,最大192本

(32×6)としたことである｡このようにしてその回線数に応じた着

信呼量を処理しうるだけのフレーム数を1群としている｡この数は

最大6フレームである｡
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C40号Cレジスタ用架
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C40号A集中試験C架

C40旨A付帯装置架

C40号A度数計用架

C40号A線路試験架

C40日一Aトラヒック観
測装置架

C50号Dトランク用架
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搬入口

1
i警簗方向

C 5 形 架 略 号 夫

栗下 4∠(材ββ

記 号

LLF-Ao_:l

C 4 形 架 略 号 太

LLF-Bo-8

LLF⊥Coo_8l

川.■ 名

C40iチAラインリンクA架
C40号AラインリングB架

C40号AラインリンクC架

C40ぢ･A起呼マーカ柴
Clo宮元~荊イ.言古ニ扇~架~~~~~

第3図 多 配器機局賀 置 図

〔右よりLL-B,LL-A,LLrC

第4図 多賀局クロスバ交換機

(2架)〕

(部分1)
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〔01iS〕

第5図 多賀J司クロスバ交換機 (部分2)

L八二エリ MISCF,t)M,1｣1.l;〕

第6図 多言【王J.-うクロスバ交換機(部分3)

〔NG し3架､)〕

第7図 多賀局クロスバ交換機 (部分4･)
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362 昭和35年3月 日 立 評 第42巻 第3号

[左より MTF-E,MTFrA.MTFLB〕

第8図 多賀局クロスバ交換機(部分5)

〔右より TB,OM(2架),TDF,TLF〕

第9図 多賀局クロスバ交換機(部分6)

5.2 機能単位化

5･2･1機能単位化の必要性およびその効果

クロスバ交換機はステップ･バイ･ステップ交換機とちがって

個々の装置の規模が大きく,時に共通装置でほこの度合がつよ

い｡一方クロスバ交換機の特長として,いろいろな機能を具備さ

せることが可能であるから用 たとえ機瞳を

極力少なくなるように整理したとしても装置の瞳類ほきわめて多

くなる｡したがってもし必要のつど思慮なく個々の装置を設計し

てゆくようなことをすればほん雑となり,また融通性が失われ,

クロスバ交換機の運用上また製造上大きな損失をまねき,ひいて

はクロスバ交換機の発展を阻害する結果にならないとも限らな

い｡C40,C50号形交換機でほこのような不合理をさけ,装置に

実装上の融通性をもたせ,その種類の肖り滅をほかっている｡その

結果次のような効果を期待することができる｡

(1)新しいサービスの実施移行が容易となる｡

(2)電話需要,呼量の増大変移に施設を適応させ,経済的に運

用することが容易となる｡
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第3表 使 用 電 源

第4表 線 路 条 件

第5表 絶縁抵抗および絶縁耐力

第6表 伝 送 諸
上∃一

Il】.

漏 請 減 衰 量

イソピーダソス不平衡盈

75dB

20dB

第7表 レジスタに対する外部条件

(3)使用条件の異なる局地に対して,統一的な施

工事,運用,保守,訓練が可能となる｡

(4) となる｡

計画,

(5)製造の量産性の向上をはかることができる｡

5.2.2 機能単位化の方針

C40,C50号形交換機においてほ,特に装置の構造実装上の融

通性を拡大するためくふうがなされているが,これほ次の4項目

に従って行われている｡

(1)搭載規正

架に対する装置ののせ方をきめることで,各種の装置ユニット

を合理的に区分しまとめて架に搭載することである｡

(2)ユニット化

装閲を機能単位化し,ユニットにまとめて,これらを単独また

ほ使いやすいように組合わせて実装上ユニットおよび付加ユニッ

トにまとめる｡

(3)用品付加

ユニットなどに対し,さらに用品を付加することをくふうす

る｡すなわち随意機能 位として実装的にまとめて1ユニットを

構成するに足りない程度の小さな回路部分は必要に応じて用品と

して付加する｡

(4)布線指定

用品付加を必要とせず,単に図面上の布線変更指定だけで機能

をかえうる場合ほ布線のつかいわけの指定をする｡

5.3 エ事布線の容易化

一般に架間のケーブル布線は架上端子間で行われるが,互に接続

される架上端子の端子収容についてほ,全面的に検討がなされ,ほ



C40, C 50号 形

とんど機械的に各架の端子間をケーブル布線できるように設計され

ている｡これは大略次の原則に従って行われている｡

(1)同一行先をもつ端子は同一端子板に集中して収容する｡

(2)同一行先をもつ端子が少なく,1個の端子板内にほかの行

先をもつ端子と混在させる場翻心 必らずおのおのの端子群を1

群にまとめて収容し,その端子群間の分割線および行先を端子収

容図に明記する｡

以上の結果,工事布線は に比較して容易となり,ケーブル布

線の誤りも減少しているものと考えられる｡

5.4 障害記録横

磯剛こおいては障害記録機ほアメリカのウェスタンエレクトリッ

ク会社式 書記銀機を使用している｡これほ必要な情報をカードに

′くソテさせる方式のものであるがC40,C50片杉交換機でほ純同産

の60†11位さん孔機を使用して,これを16段にさん孔し,合計960

示を記録することができる｡C40片A 申訳験E架に

された障害記録機の外観が弟8図の写共に示されている｡記録は弟

10図に示すように障害内容およびそのほかの情報をあらかじめ印

刷したテープに行われる｡この印刷ほ降雪記 機によるさん孔と完

全に一致することが必要で,このため特別に開発された印刷方法が

採用されているが,カードと比較すればその価略は低減されてい

る｡また降雪記録機のほうもウェスタンエレクトリック会社式のも

のに比較すると価格は格段の低下となる｡さん孔に要する時間も1

段当り約150 リ秒 度であるから障害記 の機能を低下させるこ

第10図 障害記録テープ
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となく,

ている｡

吾言己銀機ならびに記 用紙の飛躍的な経済化が達成され

る.多賀局の特長

C40,C50号形交換機ほ一般に市外朽域制上の端 の交換装置と

して使用されることが多いが,多賀局は復局稚としての目立地区の

市内分局,目立"3"局となっており,これはクロスバ方式による

市内分局としては,わが国最初のものである｡そのほかの点につい

ても特長をもっているので特に述べる｡

d.1中継方式上の特長

多賀剛こおいては,市内分局の機能をほたすためC50号B発信マ

ーカ(C50B-OM),C40弓▲A発信レジスタセソダC(C40A-ORS-

C)および市内山中鰍JIJHけランクのC50♭3･D出トラソク(C50D-

OGT)が新設計され,これが使用されている｡また短距離日動即時

呼に対してほ,トランスレータを使用せずZZZ集中方式が採用さ

れていて,短距離自動即時呼はすべて日立局(日立"2"崗)に

されるようになっている｡このためZZZ

号C山トランク(C50C-OGT)が新

中川出トラソクのC50

計されて,これが使用され

ている.｡これほメータパルスの中継機能をもっているトラソクで

からの登 パルスをうけて,加入者度数計に

必要な度数珠算を行うもので,多賀 繹白身からは料金指示の

必要がなく,多賀局では当面はトランスレータを必要としないので,

これほ設潰されていない｡将来ルートが増した場合には,トランス

レータを設閏し,トランスレータによりルートなどの接続に必要な

情報を決定して接続が行われる｡

次にこれらの接続動作の概要と特長について述べる｡

(1)市内山中継接続

呼接紋によって発信加入者と発信レジスタセソダ(ORS)と

が接続され,加入者ダイヤルが行われるとORS においてその第

1数字目で吊汗別_11中継呼であることが識別される｡すなわち第1

数字が"0"あるいほ臼局局番("2")またほ特番関係以外の数字

であると,市内山中継呼であることを識別してただちに発信マー

カ(OM)を起動し,その恰 する｡OMではこの情報によ

ってルートを決定し,そのルートに該当するC50D-OGTを選択

し,トランクリンクフレームを総てORSと接続し, 出数字数,

椚去数字数などの指示をORSに送って役旧する｡ORSはOMの

指示に従い,蓄積された加入者ダイヤルをそのセソダ部によって

再現し,和刊.‡)へパルス送出を行い,接続を完了する｡

なお一般には,ORSでは加入者ダイヤル第1数字目でOMを

勤して加入者ダイヤルを受信しながらパルスを送出するように

なっているが,特に必要がある場合ほORS およびOM内の簡単

なジャンパ変更により,全数字受備後OMを起動し,C50D-OGT

に接続されてから ORSのセソダ部から′くルスを送附しうるよう

になっている｡この場合には必要に応じてORSから接続中音

(60DT)を接続時間中に発呼加入一着に送出することも可能となっ

ている｡

これはレジスタ,セソダの併合形式であるORSをレジスタ,

セソダの分離形式として使用することに相当するもので,以下に

述べるよ な

と
｣
ノ 要な意義をもっている｡すなわち分離形式ほ併合

形式に比較して加入者のダイヤル終~r後から接続完了までの時間

が長くなり,加入者サービスが若干低下するが装置の経済化をは

かることができる｡多賀局においてほORSを前述したように使

用してレジスタ,センダの分離形式が加入者サービス上どのよう

な影響があるか実験を行うことが可能で,その折果はわが国にお

けるクロス/ミ方式の今後の貴重な資料になるものと思う｡ただし

併合形式であるORSをそのまま分離形式として使川すると,保

67



364 昭和35年3月

留時間が約2倍近くなることに注意を要する｡

(2)近厭離日動即時接続

これはいわゆる"0"発の呼を取扱う接紀であるこ まず

において加入者ダイヤルに近頼経口動即時呼であることを

"0"を除いた3数十受信後OMを起動する.｡この場合この呼i･ます

ベて日立局に ｢j--されるからOMによりZZZ壬掛目‡州トランク

のC50C-OGTが選択捕捉されトランクリンクフレームを経て

ORSと接綻される｡ここでも(1)頃に述べたと同様にORSを

分離形式として使用することができる.Jすなわち0叫ノ可のジャン

/句こよって最初の 動のときほ見榔ナ上中継緑合話中として加入

老ダイヤル全数字受信後再度OMを 動するようにする｡

多賀刷こおいてほ近蹄離L■1動即時呼ほすべて口二舶)に集中され

ていて,しかも当面･ま水｢喘r･′押〕ものだ乙ナであるから,OMから

ORSに 指示を送ることができ,ORSでほその指示に

従いパルス送｢Ilを行うが,1｣的地が増したときにはOMほ送汁1数

字数指示を行わない(ただしノニのときも短距離‖動即時呼ほすべ

て日立仙こ猛申されているものとする)(-ノ このときほOMから

ORSへ時限桁数決定指示(ND)を送る.｡ORSではND指ラ｣ミを受

けると ORS自身で送f~†l数!}:数の嘲娼桁数決定を行う.｡これi･よ加

入者ダイヤルの桁間タイミソグをORSで監視していて,一定時

問以上粍過しても次のダイヤルパルスが到 しないときは,それ

で加入者ダイヤルが最後まで行われたものとして 出数字数を決

足してセノダ祁から/ぺルス送=する｡以上のようにしてORSか

らパルスが送Iliされ,C50C-OGTを経て被呼者まで接続される

と,ZZZ壬糾l]･r)(日~､ソニり)のZZZから通話練を通して瑞絆パル

スがC50CL-OGTに送られてくる.っ C50C-OGTでほこのパルス

を申継して加入者度数計を潮作させて,時間,帯域に応じた課金

を行うようになっている.1

この時限桁数決定という方法ほ多望■江)において短距離口勅即時

呼に対して全面的に似川されているもので,このカ法によればト

ランスレータを必要とせずマーカなどの機能もかなり簡略化する

ことができる｡〕また蘇り･計画が非常に複灘で,l､ランスレータに

よって容易に鰍沢できないような場合にも有効なものである｡し

かし時限によって桁数を決定するのであるから,このためORS

の保卿寺間が若十延びるという欠点はある｡なお多賀Hにおいて

ほ(1),(2)矧こ述べたように,ORSをそのまま分離形式で使用

することおよび時限桁数決定があるため他の局に比較して ORS

数ほ若一丁多くなっている｡

る.2 主要機器教

主要機器の阿税)-リ)の依m数は弟8表のとおりで,多矧..うの使用

数は西条局,東海仙こ比佼して最も少なくなっている:〕これは刷■tf

によるトラヒックの是卦こもよるが,主としてつぎの項目に起lノdす

るものと考えられる｡

(1)この3局については共通冊膵腰掛■亡の数が等しく,そのほか

の装置については回線数にほぼ比例しているので,い_り緑数拡大の

多賀局が巨il緑芋川の使用機需数は故小となる｡

第8表 回み詫当り~ト要牒郎借使用数
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(2)多賀局では市内分局としての機能をはたすため,新設計の

装置が･一部使用されているが,これらにほ24メーク接点のワイヤ

スプリングリレー,WK形リレー(従来のワイヤスプリングリレ

ー1個分のスペースに独.･､上した2偶のコイルを

新しく採用され,同類のはかのC40,C50号の

レー数が削減されている｡

7.結 R

一するもの)(3)が

置に比較してリ

C40,C50甘形交換機ほこれの原形であり,また一雄汚商用試験交

換機としての性格をもっている蔵局クロスバ交換機の 用実績から

得られた資料を十分に取り入れて設計されたリ三相刷月交換機で,特

色ある部分共通制御力式が採R~Jされている｡前述のように,日立製

作所はすでに西条局,多賀局および東海局3局のクロスバ交換機を

製造納入したが,西条局ほ日下好成績で運用｢【1であり,多賀局ほ複

JL-i他市内分后)クロスバ方式としてほ,わが国最初のものであるが,

これも好成績で開局している｡以上によりこの形式のクロスバ交換

磯の市内クロスバ万

えられる｡

としての将来性ほ卜分に確立されたものと考

一方クロスバ交掩機の各穐設計基準および共通指屈なども確立さ

れ,Cl形からC8形までのクロス/ミ交換機も逐次改良,標準化さ

れつつある｡C4,C5形についてほC40,C50[3･形に基いてさら

に大規模なC41,C51け形交換機が標準化され,これも覗~fl_;着々と

製造が進められているく二,C40,C50号形交換機としては,これら標

準化の過渡期にあって,機能里位化などのクロスバ交換機実用上必

要欠くべからぎる事柄の基礎をつくり,実用交換機としての使命を

果していることから所期の目標吊十分達成されたものと考えられ

る.∴

終りにのぞんで程々ご指導,ご援助をたまわった日本電信電話公

祉ならびに日立製作所関係各位に厚く感謝の志を する｡
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付録 C40,C50号形交換機接続動作概要

】.起呼階梯接続

起呼階梯に属している 掛は接続装眉として,ラインリンクフレ

ーム(ⅠエF)の一次スイッチ,二次スイッチおよび三次スイッチとし

ての発信レジスタセソダリンク(ORSL)であり,これらを制御する

を妄言■～'たとしては起呼マーカ(DM)がある｡このほかに接続に要する装

岩J′亡としては,発信レジスタセソダ(ORS)および発信中継線装置

(OT)がある｡これらの装帯相互間の制御用接続回路として,ライ

ンリンクマ｢カコネクタ(LLMC),ラインリンクフレームコネクタ

(LLC)および発信レジスタセソダコネクタ(ORSC)がある｡

接続動作は発信加入者が受話器をあげてORSに接続され,ORS

から送王_=される発信音を聞くまでの接続に関 するものである｡

発信加入者が受話器をあげると,行加入者に対応しているライン

リレーが動作して,LLMCを通してDMを起動する｡DMは 動さ

れるとORSを選択,捕捉してこのORSと発信加入者とをLLFの

クロスバスイッチを動作することによって接続する｡発信加入者と

ORSとが接続されるとORSから発信加入者に発信

る｡この接続に必要な制御線は,ORSCを通して転

音 出され

される｡接続

が完了すればDMおよび制御用接続回路ほ復旧し,次の呼に備えら

れる｡
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第1図 起呼階梯接 続

(♂)市外績続

他局へ

(占)人中組頒続

E】 匝] 【

】 L
t

~l
__｣

(C)自局内接続

第2図 発信階梯接続(その1)

以上の接続に関係する装置間の関連ほ策1図に示される｡

2.発信階梯接続

JJ′へ

乃イ1

この発信階梯にほ接絞装荷としてトランクリンクフレーム

(TLF),制御装置として発信マーカ(OM)がある｡その他の関係装

置として,入中継線装置(ICT),入レジスタリソク(IRL),入レジ

スタ(IR),ORS,トランスレータ(TRSL), 信レジスタ(TR),

着信小継線装置(TT)および各種の中継線装置(TRK)がある｡

これらの装置相互間の制御用接続回路として,発信レジスタセソ

ダマーカコネクタ(ORSMC),入レジスタマーカコネクタ(IRMC),

トランスレータコネクタ(TRSLC),トランクブロックコネクタ

(TBC),トランクブロック(TB), 信レジスタコネクタ(TRC)お

よびトランクリソクフレームコネクタ(TLC)がある｡

以上の装置が関連する接続動作が,発信階梯接続と総称され,こ

のうちの主要なものは次のとおりである｡桜紙関連図ほ舞2図に示

される｡
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他局へ

(α)市内接続
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(∂)集中局特番媛続

(C)白眉内婿番

第3図 発信階梯接続(その2)

2.1市 外 接 続

発信加入者のダイヤルからORSが市外接続の

電話機

別を行うと,

ORSはORSMCを通してOMを起動する｡OMはORSからの情

報を受け入れ,TRSLCを起動してTRSLを捕捉し,ダイヤル番号

からの変換情 を受け取る(トランスレータを設置しないときは

OM白身でルートを決定する)｡OMはこれにより適当な揖叶継繰

装間をTBを通して選択,捕捉しOTと出中継線装置とをTLFの

クロスバスイッチを動作させて接続する｡他 へのイン′くルスは

ORSよりOT-TLF-TRKの通路で送出される｡

2.2 人中継接続

ORSからの場合と同様にIRからIRMCを通してOMが起動さ

れる｡OMはIRからの数字情報を受け取り,これから適当なTT

をTBを適して 択,捕捉し,ICTとTTとをTLFのクロスバス

イッチを動作させることにより接続する｡またOMはTRCを通し

てこのTTと関係するTRを捕捉して,着信加入者の情報を転送し

て接続を完了する｡

2.3 自 局内接続

ORSからORSMCを通してOMを起動する｡OMはORSから

の数字情報を受け取り,入中継接続の場合と同様にあいているTR

をもったTTをTBを通して選択,捕捉し,OTとTTとをTLF

のグロスノミスイッチを動作させて接続する｡またOMほTRCを通

してこのTRを捕捉して,着信加入者の情報を転送し接続を完了す

る｡

2.4 その他の接続

市内接続,集坤局特番接続,白局内特番接綻も2･ト2･2項に準

じて行われる｡接続関 図は弟3図に示される｡

3.着信階梯接続

着信階梯に属する装置は,接続装置としてLLFの一次スイッチ,

二次スイッチおよび三次スイッチを使用する｡制御装置としては着

信マーカ(TM)がある｡このTMの制御によって一次スイッチの垂
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由
第4固 着信階梯接続

直路に収容されている着信加入者と,三次スイッチに収容されてい

るTTとを,スイッチ交

いう｡これに関

点により接続することを着信階梯接続と

する装置ほ上記のほかにTRおよびナンバグルー

プ(NG)とこれらの装即日互間の制御用接脚_り路として,着信レジ

スタマーカコネクタ(TRMC),ナンバグループコネクタ(NGC)お

よびLLCである｡

発信階梯接続の終りiこおいて,OMによってTRが起動信号を受

け取ると,TRほTRMCを通してTMを起動し,OMから受け坂

った着信加入者の情報をTMに送る｡TMほこれに関係するNG

を,NGCを通して起動し,この

に変換したものを得て,

を灘ヒ廿∴山伏加信 LLFの収容位置

信加入者の話中試験を行い,あきであれ

ば着信加入者とTTとを接続し,LLFを動作させて接続する｡代

表回線の場合ほNGで代表 択を行い, 択した1111線の収暦位笛情

報をTMにもどす｡この接統ほ策4図に示される｡

最近
(第61頁より続く)

特 言午 と

第42巻 第3号

第5図 割込階梯接続

親局市外台

4･割込階梯接続

割込階梯とは試験台からの接続および市外台からの割込接掛こ使

用される装閏群をいう｡接続装置としてほ割込スイッチ(NTSW)

およびLLFの一歌スイッチが使用され,制御装置としてほ割込コ

ントローラ(NTCONT)がある｡さらにこの接綻に使用される装置

として割込レジスタ(NTR),割込入トランク(NTICT)およびNG

があり,これらの装置相互間の制御用回路として割込レジスタコネ

クタ((NTRC),割込コントローラコネクタ(NTCONTC)およぴ

NGCがある｡市外台もしくほ試験台よりプラグそう入により,

NTICT が 動され,NTICTはNTRを捕捉し,台からの加入

者番片4数字のダイヤルはNTRで計数蓄潰される｡NTRほこの

借用を起動したNTCONTに送り,NTCONTはNGの助けをかり

てLI･F上の着信加入者収容位置を知り,NTSWとLLFの一次ス

イッチを制御してクロスバスイッチ交差点を閉じ台と加入者との接

続を行う.｡

第5図ほこの場合の関連を示している｡

新 案

用実びよお許特の所作製立[ロたれさ録登 新案(その2)
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